








H26.7.25 渡良瀬遊水地保全・利活用協議会合同部会

水と緑と歴史のまちづくり基本構想       〈野木町総合政策部政策課〉 

野木町では、平成２６年度に「水と緑と歴史のまちづくり基本構想」を策定

いたします。第７次野木町総合計画「のぎ未来プラン」においては、主要プロ

ジェクトの一つとして「水と緑と歴史のまちプロジェクト」を位置づけ、地域

資源を活かしたまちづくりを推進してきました。 

本基本構想は、平成２４年７月にラムサール条約登録湿地に登録された渡良

瀬遊水地及び、その周辺にある地域資源（野木町煉瓦窯、水辺の楽校、野木神

社等）を活かした交流促進及び地域振興することを目的に策定いたします。 

下記対象地域を基本として、野木駅からのアクセスや散策ルートなどのネッ

トワークについては、周辺のエリアも含めた範囲で検討をします。 

本構想対象地域 


























